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となる点やその際の言葉かけをＴ１Ｔ２で押さえ
ながら共有し、指導方法の工夫改善を図る。 

6 自ら考え工夫する体育学習の推進 
① 相互に動きを見合ったり、教え合ったり、称え合

ったりする場を積極的に設け、意欲の向上を図り
ながら、自ら考え工夫する体育学習を推進する。 

●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
① 依然泳力が低下している現状の中で、いかに水慣

れと平行しながら少しでも長い距離を泳げるよう
にするか、苦慮する指導となった。 

② 訪問校は週１回の授業であるため、できるだけ同
じ単元が長くならないようにと心がけながらも、
ティーボール・跳び箱・マット運動など、３週に
及ぶ指導となることがあった。 

 Check：取組の成果            
① 運動の楽しさやできた喜びを味わうことができる体

育学習を目指し、児童376名にアンケートを実施。 
「体育の学習が楽しい」と肯定的な回答の割合が、 
１学期末は99.4％、２学期末は94.7％であった。 

② 「体力が向上してきた」と肯定的な回答の割合が、
１学期末は96.8％、２学期末は97.3％であった。 

③ ティーボールでは講師を招聘し、本務校と訪問校の
４校すべての３・４年生で２時間ずつＧＴとして入
っていただいた。今年度で３年目。来年度も予定。 

 Action：今後の課題            
① 市内の全学年が２年間水泳指導未実施だったブラン

クから２年目の指導であったが、これまでと比べ中
学年・高学年の泳力が以前より低下した状況で、こ
れからも一年ごとの指導を地道に積み重ねながら、
泳力の回復を図っていかなければならない。 

② 各校の１校１実践が日常的に実践され、「体力の向
上」、「運動好きな子の育成」に繋がっているのか、
検証と改善を働きかけていく。 

③ 今年度も体育専科教員がＴ１・担任がＴ２として授
業を進めたが、担任の先生方の指導力の向上を図っ
ていく上では、担任がＴ１・体育専科がＴ２として
授業後にアドバイスを与えられる機会を設定する。 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆Ｒ４体力運動能力調査結果から 
・本校では、「握力」「立ち幅跳び」「上体起こし」に課題。 
・学年間や、同学年でも男女間で大きな格差が見られる。 
◆体育指導における工夫改善から 
・めあてに対し、「わかったこと」「できたこと」の視点
でのふり返りと次時のめあてへのつなぎが十分でない
場合が多い。 

2 取組の計画 
① １校１実践授業開始直後の「５分間タイム」の実施 
② 多様な運動経験の積み重ねと運動量の確保 
③ 「ふり返り」での取組の工夫や達成度合いの交流 
④ 自身で選択でき伸びを実感できる場づくりの工夫 
⑤ 動きを高める重要なポイントをＴ１Ｔ２で共有 
⑥ 児童が自ら考え工夫する体育学習の推進 
＊各学期末に児童による授業評価を４校で実施する。 

 Do：実践内容               
1 １校１実践「５分間タイム」 
① 授業開始直後の５分間に短時間で楽しく取り組め

る運動遊び（おに遊び等）を実施。 
② 低・中・高学年ごとに年間計画に沿った実践の継続

で体力向上を図る。年間計画は職員室に掲示。 
2 多様な運動経験と運動量の確保 
① 様々な運動経験を積み重ねることを重視し、意欲的

に取り組める多様な運動を意図的に取り入れる。 
② 活動の指示や動きのポイントの確認などは的確に

行い、テンポよく授業を進め運動量を確保する。 
③ ゲームでは、運動能力に関係なくだれもが同じよう

に運動量を確保できるようルールを工夫する。 
3 児童間の交流を図る「ふり返り」 
① めあてに対し「できるようになったこと」「うまく

できなかったこと」、各自が工夫した取り組みや達
成度合いなどをふり返りで互いに交流する。 

4 自身の伸びを実感できる場づくりの工夫 
① 個の力に応じて選択でき、自身の伸びを実感できる

よう、可能な限りスモールステップを意識した場づ
くりを行う。 

② 「前よりも上手になった」「できなかったことがで
きるようになった」実感こそが「運動好きな子の育
成」につながることを大切にする。 

5 重要なポイントをＴ１Ｔ２で共有 
① 各授業の中で、児童の動きを高める重要なポイント

児童が運動のたのしさやできた喜びを

味わうことができる体育授業の構築 

大分県津久見市立津久見小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
【児童】 
・様々な運動にチャレンジしようとする意欲の高揚 
・「他を思いやるやさしさ」「仲間と協力する心」の涵養 
【教職員】 
・動きを高める有効な指導方法の獲得と指導力の向上 

全校児童数 ２２７名（男子 107 名 女子 120 名） 

全クラス数 １１ 教職員数 ２６名 

体育専科教員訪問学校数 ３校 

訪問校 
堅徳小・青江小・千怒小 

 

体育専科教員名 川野 祐二 

 



                                        様式２－１ 

Ｐ ２ 

◇授業開始直後の５分間を使って児童が喜んで取り組み、心拍数をあげる「鬼遊び」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ポートボール・バスケットボールのローテーション表 

①ポートボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②バスケットボール 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  ふやし鬼  

○鬼は最低２人以上 

○タイマーをセットし、１

分間逃げ切った人の勝ち 

○最後の１０秒はカウント 

ダウン 

⑤  王様タッチ  

○１グループは、４～７人くらいが適 

○１人が鬼で、５人は手をつなぎ円に 

○赤帽子にした王様を、鬼がタッチし 

たら勝ち 

○最初にグループ内で１～６番までの 

番号を決めておき、１番が鬼・２番 

が王様から始め、２番が鬼・３番が 

王様と順に交替 

○２０秒ずつ実施し、交替していく 

  

⑥  守り鬼  

○１グループは、５～７人くらいが適 

○１人が鬼、１人が逃げる、残りの４ 

人は手をつなぎ円になり、鬼が逃げ 

る人をタッチするのを防ぐ 

○最初にグループ内で１～６番までの 

番号を決めておき、１番が鬼・２番 

が逃げるから始め、２番が鬼・３番 

が逃げると順に交替 

○２０秒ずつ実施し、交替していく 

 

⑦  むかでしっぽ取り鬼  

○１グループは、４～７人くらいが適 

○１人が鬼、５人は前の人の両肩に手を

のせて一列につながる 

○鬼は一番後ろの人がつけたしっぽを 

取ることができたら勝ち 

○先頭の人は、両手を広げて鬼がしっ 

ぽを取るのを防ぐ 

○鬼を終えた人は一番後ろに、先頭の 

人は鬼に、順に交替 

○２０秒ずつ実施し、交替していく 

 

②  こおり鬼  

○３グループに分け、順に 

鬼が交替し、３回実施 

○鬼は１分間で全員タッチ 

をめざす 

○「助けて」の声出し 

③  バナナ鬼  

○３グループに分け、順に 

鬼が交替し、３回実施 

○鬼は１分間で全員タッチ 

をめざす 

○バナナは、腕を真上に 

④  しっぽ取り鬼  

○しっぽは、後ろに１本か、 

左右の腰に１本ずつ 

○しっぽを取られても取り 

続けてOK、取ったしっぽ 

を自分につけてもOK 

○学級の児童数にもよるが、１チーム５～７人で編成 

○パスゲームを楽しむために、プレーヤーは３名 

○スムーズにゲームが進行できるよう、また均等に出 

場機会が得られ、さらにポジションが偏らないよう 

にローテーション表を活用 

○出場機会をより増やすために、ガードマンを２名に 

したゲームもおもしろい（人数の足りないチームは 

他チームからの応援をお願いする） 

○学級の児童数にもよるが、１チーム４～６人で編成 

○パスゲームを楽しむために、出場は３名ずつ 

○スムーズにゲームが進行できるよう、また均等に出 

場機会が得られるようローテーション表を活用 

○出場していない児童がパスなどの指示を出し合うこ 

とでゲームを見ながら攻め方や守り方を学習 

○応援の声を出し合うことで、よりチームに一体感が 

生まれる 


